
委 員 会 報 告 書 【 要 約 】 

 

１．会議名称  第５次鈴鹿市地域福祉活動計画評価推進委員会 

 

２．開催日時  令和８年６月３０日（火）１３時３０分～１４時３０分 

 

３．開催場所  鈴鹿市社会福祉センター ２階 大会議室 

 

４．出 席 者  評価推進委員１１名（１２名中） 

（敬 称 略） 

        藤原 芳朗 鈴鹿医療科学大学 

水野 克則 鈴鹿市自治会連合会 

寺田 隆 鈴鹿市民生委員児童委員協議会連合会 

林 仁  地域包括支援センター 

渥美 真樹 鈴鹿市福祉施設連絡協議会 

古澤 ひさよ 障害者総合相談支援センターあい 

太田 正明 鈴鹿市保護司会 

岡田 聖子 すずっこ食堂ネットワーク 

宮﨑 悦子 鈴鹿市ボランティア連絡協議会 

田中 彩子 鈴鹿商工会議所 

善福 一博 鈴鹿市健康福祉部（社会福祉事務所） 

谷本 吉隆 鈴鹿市地域振興部    

※欠席：善福委員 

 

鈴鹿市社会福祉協議会事務局１２名（１２名中） 

亀井 秀樹 （会長） 

坂  佳德 （事務局長） 

中西 淳一 （事務局次長） 

長谷川 友子（地域福祉課長） 

田中 浩樹 （地域福祉グループ リーダー） 

野村 浩美 （基幹型地域包括支援センター センター長） 

廣田 祥基 （療育センター 所長） 

岩﨑 裕美 （くらしサポートセンター 所長） 

田邉 あき江（総務管理グループ リーダー） 

真弓 和人 （地域共生推進グループ リーダー） 

内山 昂貴 （権利擁護グループ リーダー） 

加藤 大季 （地域共生推進グループ） 

 

 



５．会議内容 

 〇あいさつ 

  ・亀井会長より 

  ・藤原委員長より 

 

≪事項≫ 

1 第５次鈴鹿市地域福祉活動計画 評価推進委員の変更について 

別冊「第５次鈴鹿市地域福祉活動計画評価推進委員会（令和７年度分）」１ページ目の④

委員名簿参照 

・新委員（５名）の紹介 

 

2 第５次鈴鹿市地域福祉活動計画にかかわる事業評価〔令和７年度評価〕について 

 別冊「第５次鈴鹿市地域福祉活動計画評価推進委員会（令和７年度分）」に沿って担当職員

より説明 

 

〇基本目標１  地域の福祉課題に対するアプローチ、多様な情報の発信（事務局 田中・真弓） 

計画１－１  福祉課題の早期発見、早期支援（田中） 

計画１－２  地域資源と情報の見える化（真弓） 

 

〇基本目標２  地域福祉活動参加機会の創出（事務局 真弓） 

計画２－１  地域福祉活動参加へのきっかけづくり 

 

 〇基本目標３  地域と住民のつながりの維持と新しいつながりの創出（事務局 田中） 

  計画３－１  地域課題を住民主体で解決できる地域力の向上 

  計画３－２  地域の支えあい・見守りの仕組みづくり 

 

 〇基本目標４  地域の支えあい機関のネットワークづくり（事務局 岩﨑・真弓） 

  計画４－１  多様な主体による重層的な支援体制づくり 

 

3 質疑応答 

（太田委員） 

計画３－２ 

行方不明者の情報共有として文言だけではわかりづらいため、写真の活用・共有を早急に

お願いしたい。 

（事務局） 

→昨年度、メールで写真の共有できるように設定したが、一部の店舗に限定されている。鈴

鹿市の公式ＬＩＮＥでも情報が流れており写真も共有できるといいが、個人情報等の観点か

ら実施には至っていない。 

 

 



（寺田委員） 

計画３－１ 

住民同士のささえあい活動について立ち上げ地区が２８地区中１６地区との報告があった

が、今後、増える見込みはあるのか？ 

また、各地区でも担い手不足等課題が多くある。行政を通じて地域力のアップを考えてい

く必要があるのでは。 

（事務局） 

→まちづくり協議会の組織は地域住民主体となるため、一方的にお願いは難しく、最終判断

はまちづくり協議会が行う。未実施の１２地区へは、少しでも関心を持っていただけるよう

に生活支援コーディネーターが引き続き働きかけていくが、全地区での取組が現実的に難し

い状況であり、これまでの活動に加えて新たな活動や取組を検討していく必要も感じている。 

 

（水野委員） 

まちづくり協議会は立ち上げた段階は行政が手厚くサポートしてくれたが、一時を過ぎた

ら、手を引かれた印象。地域は人手がいない、高齢化してしまっており継続が難しい。 

まちづくり協議会の会議が１年に３回程度あるだけで、まちづくり同士の行き来は少ない。 

行政にもしっかり考えていただきたい。 

 

（岡田委員） 

計画３－２④ 

ヤングケアラーの支援について、今後計画を考えているか？ 

（事務局） 

→まだ具体案がないため逆に何かいい方法があれば教えていただきたい。 

（藤原委員長より補足） 

相談援助窓口が市にあるとこが大半。社協だけでどうにかするのは難しい。親も子も声を

挙げないため、社協であろうと市であろうとアウトリーチ等のなにかしらの方法でキャッチ

してほしい。子どもの教育機会をどうにか守ってほしい。 

 

（藤原委員長） 

計画３－２⑤ 

身寄りのない方の身元保証問題についてはどのような考えがありますでしょうか？ 

（事務局） 

→新日常生活自立支援事業の情報が少しずつ出ているが、三重県社会福祉協議会から具体的

なことは示されていない。今後も情報収集に努め、行政とも共有しながら検討していきたい。 

 

３ 地域協議会について 

（事務局廣田より説明） 

市内の社会福祉法人が社会福祉充実計画を策定している場合に、本委員会にてご意見をいた

だくということになっているが、今年度は対象となる法人はなかったため、来年度以降、該

当する法人があれば本委員会にてご意見をいただく。 



４ その他 

（事務局 廣田より説明） 

各委員の意見の一部、取りまとめた数値を評価シートに反映し、郵送にて報告。また、鈴鹿

市社会福祉協議会のホームページでも結果を公開予定。 

 

〇閉会あいさつ 

・坂事務局長より 


